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い公共」は、NPOだけが担い手ではない。
協同組合こそ、それを担うにふさわしい理
念としくみを有している事を自覚し、新た

な協同組合像を、世に提起すべきだろう。
会員各位のご協力をお願いしたい。

     研究所だより 榎 本　木 綿

　2010年も明けて、協同総研でも新しい協
同研究プロジェクトが立ち上がりました。
すでに何度か発見誌でもご紹介しました
が、2008年から３カ年計画で東京農工大学
の朝岡研究室（環境教育学）とともに、ワー
カーズコープが指定管理者として運営して
いる東京の東久留米市の４地域センターや
福生市の４児童館施設を対象に、「地域連
携型コミュニティ支援事業のあり方」と題
して自治体財政分析やアクションリサーチ
による地域調査など、共同研究を行ってき
ました。これは言うなれば都市型の協同労
働の現場を対象にした研究で、今年は同じ
く農工大とともに協同労働を軸とした農山
村地域の再生をテーマに、「農山村地域再
生と協同労働」研究を行います。引き続き
朝岡研究室とともに千賀裕太郎先生（今号
の発見誌、研究会報告参照）研究室も参加
です。
　12月の協同総研フォーラムだけでも（ご
参加、ご協力下さいました皆さま、ほんと
うにありがとうございました！）、一次産
業衰退、過疎・高齢化、地方経済の疲弊と
失業問題、環境・エネルギー問題、市民自
治などなど、さまざまな課題や視点が出さ
れましたが、今回の共同研究のための事務
局会議でも参加者から幅広い問題意識があ

げられました。「農山村地域再生」とひと
言で括るにはあまりにも課題が複層化して
います。今後は多分野の研究者へ参加協力
を呼びかけていくつもりですので、会員の
皆さまにもご協力をお願いします。
　「労協連だより」にて古村専務も書かれ
ていますが、「協同労働の協同組合（仮）」
法制化もいよいよの段階に入っています。
協同労働の現場がメディアに登場すること
もしばしばで、法制定後の協同総研の役割
もこれまで以上に重要さを増すことが予想
されます。
　昨年、年頭の所長会議において笹森清法
制化市民会議会長から、「この法制化はゴー
ルではない。根拠法ができるということは

「協同労働」という新しい働き方を広める
いちばんの武器である。この「協同労働の
協同組合法」という武器をもって、それを
必要とする新しい仲間とともにこの「働く
ことの大切さ、尊さ」を取り戻すための、
新しい時代の新しい働き方である「協同労
働」を大きく広げていこう」という主旨の
ごあいさつがありました。この「武器」を
どう生かしきることができるのか。協同総
研にとっても目下、最大の課題です。
　各地、理事や会員の皆さんのご協力を得
て、いくつかの地域で「協同労働の協同組
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個人会員　２名

堤　公博（米粉推進協議会九州地区会長）
山田 雅巳�（労協センター事業団　東京事業

本部）

　　　　研究所活動日誌研究所活動日誌

01/05（火）　仕事始め

01/06（水）　那須紗代子さん訪問（愛媛県アンテナ

ショップいよかん・池袋／榎本）

01/07（木）　全国公共サービス集会実行委員会（田嶋）

01/08−09（金−土）　センター事業団全国所長会

議（赤羽会館）

01/10（日）　立教大学公開シンポジウム「奇跡の

リンゴ〜自然の摂理から学ぶ農と教

育」（古谷、榎本、工藤）

01/12（火）　「全国協同集会2010 in 四国」事務局

会議／第6回「食・農・環境」会議

／協同総研事務局会議、西池袋農

山村仕事おこしPJ会議（立教大学／

榎本）

01/13（水）　立教大学公開講演会「絆を結び直す

～生活困難者支援へNPOの挑戦」

（榎本、工藤）

01/14（木）　全国公共サービスプロジェクト会議

（田嶋）

01/16（土）　「新しい公共と市民自治」研究会（講師：

宮本みち子理事）／協同総研新年会

01/18（月）　ソーシャルインクルージョン・フォー

ラム大阪集会実行委員会（田嶋）

　　　　　   水谷衣里研究員来訪（三菱UFJリ

サーチ&コンサルティング／岡安、

榎本）

01/19（火）　法制化関西市民会議／センター九州事

業本部清掃プロジェクト会議（田嶋）

01/20（水）　社会連帯委員会理事会（田嶋）

01/21（木）　都市・農山村仕事おこし塾（榎本）

01/25（月）　「全国協同集会2010 in 四国」第１回実

行委員会（高松：島田、島村、榎本）

／社会的企業研究委員会（岡安、田嶋）

01/26（火）　協同集会訪問活動（高松市）

01/27（水）　全国公共サービス集会実行委員会（田

嶋）／ソーシャルインクルージョン・

フォーラム東京集会実行委員会（田

嶋）、甲斐良治氏訪問（農文協：管、

合」法や「コミュニティ事業支援条例」の
学習会が予定されています。わがまちや村
でこの法律や働き方をどう適用し得るのか
など、まちづくりの担い手である市民や自
治体職員の方々が具体的に検討を始めてお
り、できるだけ私たちもその地域の皆さん

と一緒に考え、「協同労働」という働き方
を提起していければと思っています。今は
各ブロックの市民会議が中心となっていま
すが、今後は各地域に暮らす会員の皆さん
の力が必要とされます。皆さん、より一層
のご協力をお願いします。
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